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まず， n 十一 P接合 Si に白金 (Pt) 薄膜を被覆した電極について研究した(第 1 章)。この電極の Voc
は n+ -p接合で発生することになるが， Pt膜を被覆することにより表面に電極反応に対する触媒能を
付与して電極の効率を向上させた。さらに効率を良いものとするため，電極表面の光反射の重要性に着
目して，光反射の少ない Texture面を電極に施すことを試みた。その結果，この電極を用いた光電池に
よるヨウ化水素 (H 1 )のヨウ素と水素への太陽光分解により，光一化学変換効率， 10.2% という高い




深くとりのぞくことにより電極を安定化することに成功した(第 1 ， 2 章)。
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エッチする方法や Si に塩化白金酸を塗布後水素還元する方法などによって約 5 -10nmの径の Pt アイ
ランドを Si表面に形成させることができた。そのような白金アイランドをつけた n型 Si電極は， 0.63-
0.68という非常に大きな Vocを発生した。以上の結果は理論を明確に支持するものである。ここで得ら












コン/n-アモルファスのヘテロ接合を用いることにより太陽光 (AM 1) によるヨウ化水素の光分解
において化学変換効率10.2% ， 10.8%をそれぞれ達成した。
ついでシリコン電極上に数ナノメートルていどの極めて微細な粒状の白金被膜を施す試みをいくつか
行い，中戸理論に基づく半導体/金属接合における特異な光起電力効果を立証した。さらにこれを用い
て人工太陽光による光起電力0.63---0.685 V という結晶シリコンとして異常に高い値を達成した。この
結果は低コストで光電変換効率の高い湿式太陽電池が作製される可能性を示したもので，実用上も興味
がもたれるものである。
以上の結果は学問的にも新しい知見を含んでおり学位論文として価値あるものと認める。
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